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(57)【要約】
  アンカーアセンブリ（１０）と、アンカー（１２）の 
ための挿入装置（１４）とが提供される。本アンカーア 
センブリ（１０）は、支持体（２２）上に据え付け可能 
なアンカー（１２）を備え、アンカー（１２）は本体（ 
１６）を備え、本体（１６）は空洞（１８）及び開口部 
（４２）を画定する。本アセンブリ（１０）は更に、開 
口部（４２）を介して空洞（１８）内に挿入可能な挿入 
装置（１４）を含む。挿入装置（１４）は、固定位置と 
挿入位置との間で移動可能な固定部材（４６）を備える 
。
【選択図】図１

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 支 持 体 上 に 据 え 付 け 可 能 な ア ン カ ー を 備 え 、 前 記 ア ン カ ー は 本 体 を 備 え 、 前 記 本 体 は 空  
洞 及 び 開 口 部 を 画 定 し 、
　 前 記 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ は 、 前 記 開 口 部 を 介 し て 前 記 空 洞 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 装 置 を 更  
に 含 み 、
　 前 記 挿 入 装 置 は 、 固 定 位 置 と 挿 入 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 固 定 部 材 を 備 え 、
　 前 記 移 動 可 能 な 固 定 部 材 が 前 記 空 洞 内 で 前 記 固 定 位 置 に あ る と き 、 前 記 固 定 部 材 は 、 前  
記 挿 入 装 置 を 前 記 ア ン カ ー に 固 定 す る た め に 、 前 記 開 口 部 に ま た が っ て 延 在 す る 、 ア ン カ  
ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挿 入 装 置 は 、
　 主 要 部 と 、
　 　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 主 要 部 に 枢 動 可 能 に 据 え 付 け ら れ て お り 、
　 　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 固 定 位 置 と 前 記 挿 入 位 置 と の 間 で 枢 動 可 能 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 主 要 部 と 前 記 固 定 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ た 付 勢 部 材 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 固 定 部 材 を 前 記 固 定 位 置 に 付 勢 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 部 材 及 び 前 記 主 要 部 は 、 そ れ ぞ れ の 長 手 方 向 軸 を 有 し 、 前 記 固 定 部 材 の 前 記 固  
定 位 置 で は 、 前 記 固 定 部 材 の 前 記 長 手 方 向 軸 は 、 前 記 主 要 部 の 前 記 長 手 方 向 軸 に ま た が っ  
て 延 在 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 固 定 部 材 の 前 記 挿 入 位 置 は 、 前 記 固 定 部 材 が 前 記 主 要 部 と 整 列 さ れ る 整 列 位 置 で あ  
り 、 前 記 固 定 部 材 の 前 記 挿 入 位 置 で は 、 前 記 固 定 部 材 の 前 記 長 手 方 向 軸 は 、 前 記 主 要 部 の  
前 記 長 手 方 向 軸 と 実 質 的 に 平 行 に 延 在 す る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ  
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 主 要 部 に 対 し て 固 定 方 向 に 枢 動 可 能 に 移 動 可 能 で あ り 、 前 記 固 定  
部 材 の 前 記 固 定 方 向 へ の 枢 動 移 動 は 、 前 記 固 定 部 材 を 前 記 固 定 位 置 に 移 動 さ せ 、 前 記 挿 入  
装 置 は 、 前 記 固 定 部 材 が 前 記 固 定 方 向 に 前 記 挿 入 位 置 ま で 回 転 す る こ と を 制 限 又 は 防 止 す  
る た め の 協 働 停 止 構 造 部 を 備 え る 、 請 求 項 ２ 、 ３ 、 又 は ４ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 協 働 停 止 構 造 部 の う ち の 第 １ の 協 働 停 止 構 造 部 を 備 え 、 前 記 主 要  
部 は 、 前 記 協 働 停 止 構 造 部 の う ち の 第 ２ の 協 働 停 止 構 造 部 を 備 え る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ア  
ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 協 働 停 止 構 造 部 と 前 記 固 定 部 材 と の 間 に 延 在 す る 、 請 求 項  
６ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 主 要 部 は 、 指 部 を 有 し 、 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 指 部 に 枢 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い  
る 、 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 固 定 部 材 が 前 記 挿 入 位 置 に あ る と き 、 前 記 固 定 部 材 は 前 記 指 部 と 整 列 さ れ て い る 、  
請 求 項 ８ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 固 定 部 材 が 前 記 固 定 位 置 に あ る と き 、 前 記 固 定 部 材 は 前 記 指 部 に 対 し て 横 断 方 向 に  
延 在 す る 、 請 求 項 ８ 又 は ９ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 主 要 部 に 係 合 し 、 前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 固 定 部 材 に 係 合 し て い る  
、 請 求 項 ２ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 主 要 部 は 、 物 品 を 前 記 挿 入 装 置 に 締 結 す る た め の 締 結 部 分 を 含 む 、 請 求 項 ２ ～ １ １  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ア ン カ ー は 、 前 記 空 洞 を 通 っ て 前 記 本 体 か ら 外 側 に 延 在 す る 補 強 部 材 を 備 え る 、 請  
求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 固 定 部 材 が 前 記 空 洞 内 で 前 記 固 定 位 置 に あ る と き 、 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 挿 入 装 置  
を 前 記 ア ン カ ー に 固 定 す る た め に 、 前 記 補 強 部 材 に 係 合 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の ア ン カ  
ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 補 強 部 材 は 、 前 記 ア ン カ ー を 覆 っ て 配 設 さ れ た 硬 化 性 材 料 を 補 強 す る た め に 設 け ら  
れ る 、 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ア ン カ ー は 、 前 記 空 洞 を 通 っ て 前 記 本 体 か ら 外 側 に 延 在 す る 複 数 の 前 記 補 強 部 材 を  
備 え る 、 請 求 項 １ ３ 、 １ ４ 、 又 は １ ５ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 補 強 部 材 は 、 前 記 開 口 部 の 周 囲 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ア ン カ ー ア  
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ア ン カ ー は 、 互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た ２ つ の 前 記 補 強 部 材 を 備 え 、 前 記 開 口 部 は  
、 前 記 補 強 部 材 の 間 に 画 定 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 本 体 は 、 前 記 補 強 部 材 を 保 持 す る た め の 保 持 部 材 を 備 え 、 筒 状 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記  
開 口 部 の 周 囲 で 前 記 保 持 部 材 か ら 延 在 し 、 前 記 挿 入 装 置 は 、 前 記 挿 入 装 置 の 前 記 空 洞 内 へ  
の 挿 入 中 に 、 前 記 筒 状 ガ イ ド 部 材 を 通 し て 挿 入 さ れ る こ と が で き る 、 請 求 項 １ ５ ～ １ ８ の  
い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 本 体 は 、 前 記 空 洞 を 覆 っ て 延 在 す る カ バ ー 部 材 を 備 え 、 前 記 本 体 は 、 前 記 補 強 部 材  
を 保 持 す る た め の 保 持 部 材 を 備 え 、 前 記 カ バ ー 部 材 は 、 前 記 保 持 部 材 上 に 据 え 付 け 可 能 で  
あ る 、 請 求 項 １ ５ ～ １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 カ バ ー 部 材 及 び 前 記 保 持 部 材 は 、 前 記 カ バ ー 部 材 を 前 記 保 持 部 材 に 取 り 付 け る た め  
の 取 付 け 構 造 部 を 備 え る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 保 持 部 材 は 、 前 記 支 持 体 に 係 合 す る た め の 支 持 体 係 合 部 分 を 備 え る 、 請 求 項 １ ９ 、  
２ ０ 、 又 は ２ １ に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 保 持 部 材 は 、 ベ ー ス 部 分 で あ り 、 前 記 保 持 部 材 は 、 前 記 補 強 部 材 又 は 各 補 強 部 材 を  
受 容 す る た め の １ つ 又 は 複 数 の 受 容 構 造 部 を 備 え る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 本 体 は 、 前 記 ア ン カ ー が 前 記 支 持 体 に 固 着 さ れ る こ と を 可 能 に す る た め の 固 着 構 造  
部 を 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ア ン カ ー ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 ア ン カ ー の た め の 挿 入 装 置 で あ っ て 、
　 主 要 部 と 、
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　 　 前 記 主 要 部 に 枢 動 可 能 に 据 え 付 け ら れ た 固 定 部 材 と 、 前 記 固 定 部 材 は 、 固 定 位 置 と 挿  
入 位 置 と の 間 で 枢 動 可 能 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 主 要 部 と 前 記 固 定 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ た 付 勢 部 材 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 固 定 部 材 を 前 記 固 定 位 置 に 付 勢 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 、 挿 入  
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ に 関 す る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ に お い  
て 使 用 す る た め の 挿 入 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 天 井 か ら ア イ テ ム を 吊 り 下 げ る た め に 天 井 に ア ン カ ー を 使 用 す る こ と が 知 ら れ て い る 。  
そ の よ う な ア ン カ ー に よ っ て 支 持 す る こ と が で き る 重 量 は 、 制 限 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 い  
く つ か の ア ン カ ー に は 、 移 動 可 能 な 固 定 ト グ ル を 有 す る 挿 入 装 置 が 設 け ら れ て い る が 、 時  
と し て 、 ト グ ル を 固 定 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が 困 難 で あ る 場 合 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 挿 入 装 置 が 提 供 さ れ 、 本 挿 入 装 置 は 、 主 要 部 と 、 主 要 部  
に 枢 動 可 能 に 据 え 付 け ら れ た 固 定 部 材 と 、 固 定 部 材 は 、 固 定 位 置 と 挿 入 位 置 と の 間 で 枢 動  
可 能 に 移 動 可 能 で あ り 、 主 要 部 と 固 定 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ た 付 勢 部 材 と 、 を 備 え 、 付 勢  
部 材 は 、 固 定 部 材 を 固 定 位 置 に 付 勢 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 挿 入 装 置 は 、 ア ン カ ー と 共 に 使 用 す る た め の も の で あ り 得 る 。 例 え ば 、 ア ン カ ー は 、 天  
井 な ど の 上 部 支 持 体 上 又 は そ の 中 に 据 え 付 け ら れ る 天 井 ア ン カ ー で あ り 得 る 。 挿 入 装 置 は  
、 ア ン カ ー の 本 体 の 空 洞 に 挿 入 可 能 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ が 提 供 さ れ 、 本 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ は  
、 支 持 体 上 に 据 え 付 け 可 能 な ア ン カ ー を 備 え 、 ア ン カ ー は 本 体 を 備 え 、 本 体 は 空 洞 及 び 開  
口 部 を 画 定 し 、 ア セ ン ブ リ は 、 開 口 部 を 介 し て 空 洞 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 装 置 を 更 に 含 み 、  
挿 入 装 置 は 、 固 定 位 置 と 挿 入 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 固 定 部 材 を 備 え 、 移 動 可 能 な 固 定 部  
材 が 空 洞 内 で 固 定 位 置 に あ る と き 、 固 定 部 材 は 、 挿 入 装 置 を ア ン カ ー に 固 定 す る た め に 、  
開 口 部 に ま た が っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 挿 入 装 置 は 、 ね じ 付 き ロ ッ ド な ど の 吊 り 下 げ 物 品 を ア ン カ ー に 固 定 す る 。 ア ン カ ー は 、  
天 井 な ど の 上 部 支 持 体 上 又 は そ の 中 に 据 え 付 け ら れ 得 る 。 こ う し て 、 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ  
は 、 吊 り 下 げ 物 品 を 天 井 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 固 定 部 材 は ト グ ル を 備 え 得 る 。 固 定 部 材 は 、 主 要 部 に 対 し て 固 定 方 向 に 枢 動 可 能 に 移 動  
可 能 で あ り 得 る 。 固 定 部 材 の 該 固 定 方 向 へ の 枢 動 移 動 は 、 固 定 部 材 を 固 定 位 置 に 移 動 さ せ  
得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 付 勢 部 材 は 、 固 定 部 材 を 該 固 定 方 向 に 付 勢 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 固 定 部 材 の 固 定 位 置 は 、 固 定 部 材 の 横 断 位 置 で あ り 得 る 。 横 断 位 置 で は 、 固 定 部 材 は 、  
主 要 部 に ま た が っ て 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 固 定 部 材 及 び 主 要 部 は 、 そ れ ぞ れ の 長 手 方 向 軸 を 有 し て よ く 、 固 定 部 材 の 固 定 位 置 で は  
、 固 定 部 材 の 長 手 方 向 軸 は 、 主 要 部 の 長 手 方 向 軸 に ま た が っ て 延 在 し 得 る 。



10

20

30

40

50

JP 2024-526646 A 2024.7.19(5)

【 ０ ０ １ １ 】
　 固 定 部 材 の 挿 入 位 置 は 、 固 定 部 材 が 主 要 部 と 整 列 さ れ る 整 列 位 置 で あ り 得 る 。 固 定 部 材  
の 挿 入 位 置 で は 、 固 定 部 材 の 長 手 方 向 軸 は 、 主 要 部 の 長 手 方 向 軸 と 実 質 的 に 平 行 に 延 在 し  
得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 挿 入 装 置 は 、 固 定 部 材 が 固 定 方 向 に 挿 入 位 置 ま で 回 転 す る こ と を 制 限 又 は 防 止 す る た め  
の 協 働 停 止 構 造 部 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 固 定 部 材 は 、 協 働 停 止 構 造 部 の う ち の 第 １ の 協 働 停 止 構 造 部 を 備 え 得 る 。 主 要 部 は 、 協  
働 停 止 構 造 部 の う ち の 第 ２ の 協 働 停 止 構 造 部 を 備 え 得 る 。 第 １ の 協 働 停 止 構 造 部 は 、 固 定  
部 材 の 第 １ の 先 端 を 備 え 得 る 。 第 ２ の 協 働 停 止 構 造 部 は 、 主 要 部 の 壁 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 固 定 部 材 は 、 第 １ の 先 端 の 反 対 側 に 第 ２ の 先 端 を 有 し 得 る 。 第 １ の 先 端 と 枢 動 要 素 と の  
間 の 距 離 は 、 第 １ の 先 端 が 第 ２ の 協 働 停 止 構 造 部 に 係 合 す る こ と を 可 能 に す る の に 十 分 な  
大 き さ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 壁 は 、 固 定 部 材 が 該 挿 入 方 向 に 移 動 さ れ た と き 、 固 定 部 材 の 先 端 に よ っ て 係 合 可 能 で あ  
り 得 る 。 先 端 と 壁 と の 係 合 に よ り 、 該 挿 入 方 向 へ の 枢 動 移 動 、 又 は 更 な る 枢 動 移 動 が 防 止  
さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 主 要 部 は 、 指 部 を 有 し 得 る 。 主 要 部 は 、 空 間 を 画 定 す る 複 数 の 指 部 を 有 し 得 る 。 主 要 部  
は 、 そ の 間 に 空 間 を 画 定 す る ２ つ の 対 向 す る 指 部 を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 固 定 部 材 は 、 指 部 又 は 各 指 部 に 枢 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 得 る 。 指 部 又 は 各 指 部 は 自 由 端  
を 有 し 得 る 。 指 部 又 は 各 指 部 は 、 対 向 す る 縁 部 を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 固 定 部 材 は 、 固 定 部 材 が 非 固 定 位 置 に あ る と き 、 指 部 又 は 各 指 部 と 整 列 さ れ 得 る 。 固 定  
部 材 は 、 固 定 部 材 が 非 固 定 位 置 に あ る と き 、 自 由 端 又 は 各 自 由 端 を 越 え て 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 固 定 部 材 は 、 固 定 部 材 が 固 定 位 置 に あ る と き 、 指 部 又 は 各 指 部 に 対 し て 横 断 方 向 に 延 在  
し 得 る 。 固 定 部 材 は 、 固 定 部 材 が 固 定 位 置 に あ る と き 、 指 部 又 は 各 指 部 に ま た が っ て 延 在  
し 得 る 。 固 定 部 材 は 、 固 定 部 材 が 固 定 位 置 に あ る と き 、 指 部 又 は 各 指 部 の 縁 部 を 越 え て 延  
在 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 主 要 部 は 、 固 定 部 材 が 受 容 さ れ る 空 間 を 画 定 し 得 る 。 空 間 は ス ロ ッ ト で あ り 得 る 。 空 間  
は 、 固 定 部 材 が 非 固 定 位 置 に あ る と き に 固 定 部 材 が そ れ を 通 っ て 延 在 し 得 る 開 放 端 を 有 し  
得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 空 間 は 、 固 定 部 材 が 固 定 位 置 に あ る と き に 固 定 部 材 が そ れ を 通 っ て 延 在 し 得 る 対 向 す る  
開 放 縁 部 を 有 し 得 る 。 壁 は 、 開 放 縁 部 の う ち の 一 方 に ま た が っ て 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 空 間 は 、 指 部 の 間 に 画 定 さ れ 得 る 。 空 間 の 開 放 端 は 、 指 部 の 自 由 端 の 間 に 画 定 さ れ 得 る  
。 空 間 の 対 向 す る 開 放 縁 部 は 、 指 部 の 縁 部 の 間 に 画 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 固 定 部 材 は 、 指 部 の う ち の 一 方 に 枢 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 得 る 。 枢 動 要 素 が 、 指 部 の う  
ち の 該 一 方 か ら 固 定 部 材 ま で 延 在 し 得 る 。 固 定 部 材 は 、 指 部 の 両 方 に 枢 動 可 能 に 取 り 付 け  
ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 枢 動 要 素 は 、 指 部 の 間 に 延 在 し 得 る 。 枢 動 要 素 は 、 固 定 部 材 を 貫 通 し て 延 在 し 得 る 。 し  
た が っ て 、 枢 動 要 素 は 、 固 定 部 材 を 主 要 部 に 枢 動 可 能 に 取 り 付 け る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 固 定 部 材 は 、 枢 動 要 素 を 中 心 と し て 回 転 可 能 で あ り 得 る 。 枢 動 要 素 は 、 固 定 部 材 の 中 心  
で 固 定 部 材 を 貫 通 し て 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 付 勢 部 材 は 、 主 要 部 に 係 合 し 得 る 。 付 勢 部 材 は 、 固 定 部 材 に 係 合 し 得 る 。 付 勢 部 材 は 、  
枢 動 要 素 の 周 囲 に 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 付 勢 部 材 は 、 第 ２ の 協 働 構 造 部 と 固 定 部 材 と の 間 に 延 在 し 得 る 。 付 勢 部 材 は 、 第 ２ の 協  
働 構 造 部 に 係 合 し 得 る 。 付 勢 部 材 は 、 固 定 部 材 に 係 合 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 付 勢 部 材 は 、 対 向 す る 端 部 領 域 を 有 し 得 る 。 端 部 領 域 の う ち の 一 方 は 、 第 ２ の 協 働 構 造  
部 に 係 合 し 得 る 。 端 部 領 域 の う ち の 他 方 は 、 固 定 部 材 に 係 合 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 固 定 部 材 は 、 窪 み を 画 定 し 得 る 。 窪 み は 枢 動 要 素 か ら オ フ セ ッ ト さ れ て い て よ い 。 付 勢  
部 材 の 該 対 向 す る 端 部 領 域 の う ち の 他 方 は 、 該 窪 み に 受 容 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 付 勢 部 材 は 、 コ イ ル ば ね な ど の ば ね で あ り 得 る 。 付 勢 部 材 が コ イ ル ば ね で あ る 場 合 、 ば  
ね の コ イ ル は 、 枢 動 要 素 の 周 囲 に 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 主 要 部 は 、 ね じ 付 き ロ ッ ド な ど の 物 品 を 挿 入 装 置 に 締 結 す る た め の 締 結 部 分 を 含 み 得 る  
。 締 結 部 分 は 、 物 品 を 受 容 す る た め の ボ ア を 画 定 し 得 る 。 ボ ア は ね じ 切 り さ れ て い て よ い  
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ア ン カ ー は 、 空 洞 を 通 っ て 本 体 か ら 外 側 に 延 在 す る 補 強 部 材 を 備 え 得 る 。 移 動 可 能 な 固  
定 部 材 が 空 洞 内 で 固 定 位 置 に あ る と き 、 固 定 部 材 は 、 補 強 部 材 に 係 合 し て 挿 入 装 置 を ア ン  
カ ー に 固 定 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 補 強 部 材 は 細 長 く て よ い 。 ア ン カ ー は 、 空 洞 を 通 っ て 本 体 か ら 外 側 に 延 在 す る 複 数 の 補  
強 部 材 を 備 え 得 る 。 補 強 部 材 は 、 開 口 部 の 周 囲 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ア ン カ ー は 、 互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た ２ つ の 補 強 部 材 を 備 え 得 る 。 開 口 部 は 、 補 強 部  
材 の 間 に 画 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 筒 状 ガ イ ド 部 材 が 、 開 口 部 の 周 囲 で 保 持 部 材 か ら 延 在 し 得 る 。 挿 入 装 置 は 、 挿 入 装 置 を  
空 洞 内 に 挿 入 す る 間 に ガ イ ド 部 材 を 通 し て 挿 入 さ れ 得 る 。 挿 入 装 置 は 、 ガ イ ド 部 材 を 介 し  
て 開 口 部 を 通 し て 挿 入 さ れ 得 る 。 使 用 時 、 ガ イ ド 部 材 は 、 支 持 体 を 貫 通 し て 延 在 し 得 る の  
で 、 使 用 者 に 見 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 補 強 部 材 は 、 ア ン カ ー を 覆 っ て 配 設 さ れ た 硬 化 性 材 料 を 補 強 す る た め に 設 け ら れ 得 る 。  
補 強 部 材 は 、 硬 化 性 材 料 内 に 突 き 出 て い て よ い 。 硬 化 性 材 料 は コ ン ク リ ー ト で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 体 は 、 空 洞 を 覆 っ て 延 在 す る カ バ ー 部 材 を 備 え 得 る 。 本 体 は 、 補 強 部 材 を 保 持 す る た  
め の 保 持 部 材 を 備 え 得 る 。 カ バ ー 部 材 は 、 保 持 部 材 上 に 据 え 付 け 可 能 で あ り 得 る 。 空 洞 は  
、 カ バ ー 部 材 と 保 持 部 材 と の 間 に 画 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 カ バ ー 部 材 及 び 保 持 部 材 は 、 カ バ ー 部 材 を 保 持 部 材 に 取 り 付 け る た め の 取 付 け 構 造 部 を  
備 え 得 る 。 取 付 け 構 造 部 は 、 ソ ケ ッ ト と 、 ソ ケ ッ ト 内 に 受 容 可 能 な 取 付 け 構 造 部 と を 備 え  
得 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 保 持 部 材 は ソ ケ ッ ト を 備 え 得 る 。 カ バ ー 部 材 は 、 取 付 け 構 造 部 を 備 え 得 る 。 カ バ ー 部 材  
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は 、 カ バ ー 壁 を 含 み 得 る 。 取 付 け 構 造 部 は 、 カ バ ー 壁 か ら 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 保 持 部 材 は 支 持 体 に 係 合 し 得 る 。 保 持 部 材 は 、 支 持 体 に 係 合 す る た め の 支 持 体 係 合 部 分  
を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 保 持 部 材 は ベ ー ス 部 分 で あ り 得 る 。 保 持 部 材 は 、 補 強 部 材 又 は 各 補 強 部 材 を 受 容 す る た  
め の １ つ 又 は 複 数 の 受 容 構 造 部 を 備 え 得 る 。 ア ン カ ー が 複 数 の 補 強 部 材 を 備 え る 場 合 、 本  
体 は 、 補 強 部 材 を 受 容 す る た め の 複 数 の 受 容 構 造 部 を 画 定 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 受 容 構 造 部 又 は 各 受 容 構 造 部 は 、 保 持 部 材 内 に 画 定 さ れ 得 る 。 本 体 は 、 ア ン カ ー を 支 持  
体 に 固 着 さ せ る こ と を 可 能 に す る た め の 固 着 構 造 部 を 備 え 得 る 。 固 着 構 造 部 は 、 本 体 に よ  
っ て 画 定 さ れ た 孔 で あ り 得 る 。 孔 は 、 保 持 部 材 に よ っ て 画 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 体 は 、 前 述 の 孔 を 画 定 す る ラ グ を 備 え 得 る 。 本 体 は 、 対 向 し て 延 在 す る ２ つ の ラ グ を  
画 定 し 得 る 。 ラ グ は 、 保 持 部 材 に 設 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 単 に 例 と し て 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ に お い て 使 用 す る た め の 挿 入 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 固 定 部 材 が 固 定 位 置 に 示 さ れ て い る 、 挿 入 装 置 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 固 定 部 材 が 挿 入 位 置 に 示 さ れ て い る 、 挿 入 装 置 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 固 定 部 材 の 第 １ の 協 働 停 止 構 造 部 が 主 要 部 の 第 ２ の 協 働 停 止 構 造 部 に 係 合 し て い  
る 、 挿 入 装 置 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ア ン カ ー と 挿 入 ア セ ン ブ リ と を 備 え る ア ン カ ー ア セ ン ブ リ の 側 面 図 で あ り 、 ア ン  
カ ー ア セ ン ブ リ は 、 ア ン カ ー に 挿 入 す る た め の 位 置 に 示 さ れ て い る 。
【 図 ７ 】 挿 入 装 置 が ア ン カ ー に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 順 序 を 示 す 。
【 図 ８ 】 挿 入 装 置 が ア ン カ ー に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 順 序 を 示 す 。
【 図 ９ 】 挿 入 装 置 が ア ン カ ー に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 順 序 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 面 は 、 コ ン ク リ ー ト な ど の 硬 化 性 材 料 が 流 し 込 ま れ る 建 物 の 領 域 で 使 用 す る た め の ア  
ン カ ー ア セ ン ブ リ １ ０ を 示 す 。 こ の よ う な 領 域 の 一 例 は 、 天 井 の 上 に 形 成 さ れ た 床 で あ る  
。 多 く の 場 合 、 照 明 な ど の 物 品 、 並 び に 配 管 及 び ケ ー ブ ル ト レ イ な ど の ユ ー テ ィ リ テ ィ を  
天 井 か ら 吊 り 下 げ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ア ン カ ー ア セ ン ブ リ １ ０ は 、 ア ン カ ー １ ２ 及 び 挿 入 装 置 １ ４ を 備 え る 。 ア ン カ ー １ ２ は  
、 空 洞 １ ８ （ 図 ７ 、 図 ８ 、 及 び 図 ９ 参 照 ） を 画 定 す る 本 体 １ ６ を 備 え る 。 ア ン カ ー １ ２ は  
更 に 、 ケ ー ブ ル の 形 態 の ２ つ の 細 長 い 補 強 部 材 ２ ０ を 含 み 、 こ れ ら は 、 本 体 １ ６ を 貫 通 し  
て 延 在 し 、 本 体 １ ６ の 対 向 す る 両 側 で 本 体 １ ６ か ら 外 側 に 突 き 出 て い る 。 ア ン カ ー １ ２ を  
覆 っ て コ ン ク リ ー ト が 流 し 込 ま れ る と 、 補 強 部 材 ２ ０ は コ ン ク リ ー ト に よ っ て 覆 わ れ る 。  
そ の 結 果 、 補 強 部 材 ２ ０ は コ ン ク リ ー ト を 補 強 し 、 ア ン カ ー １ ２ を コ ン ク リ ー ト に 固 定 す  
る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ア ン カ ー １ ２ は 、 上 述 の 天 井 で あ り 得 る 支 持 体 ２ ２ 上 に 据 え 付 け ら れ る 。 コ ン ク リ ー ト  
が ア ン カ ー １ ２ を 覆 っ て 、 及 び 天 井 に わ た っ て 流 し 込 ま れ て 、 天 井 の 上 に 部 屋 の 床 が 形 成  
さ れ る 。 し た が っ て 、 ア ン カ ー １ ２ に よ り 、 使 用 者 が 天 井 の 下 の 部 屋 か ら ア ン カ ー １ ２ 内  
に 挿 入 さ れ た 挿 入 装 置 １ ４ か ら 物 品 を 吊 り 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。 ア ン カ ー １ ２ を 支 持  
体 ２ ２ 上 （ 図 ６ に 破 線 で 示 す ） に 据 え 付 け る 前 に 、 穴 ２ ４ が 支 持 体 ２ ２ に あ け ら れ 、 ア ン  
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カ ー は 穴 ２ ４ を 覆 っ て 配 置 さ れ る の で 、 ガ イ ド 部 材 ４ ３ が 穴 ２ ４ を 通 っ て 突 き 出 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 体 １ ６ は 、 支 持 体 ２ ２ に 固 着 さ れ る 保 持 部 材 ２ ６ を 備 え る 。 保 持 部 材 ２ ６ に は 、 ラ グ  
２ ８ の 形 態 の ２ つ の 固 着 構 造 部 が 設 け ら れ て い る 。 ラ グ ２ ８ の 各 々 は 、 孔 ３ ０ を 画 定 し て  
お り 、 そ れ を 通 し て 釘 （ 図 示 せ ず ） な ど の 固 着 部 材 を 支 持 体 ２ ２ に 打 ち 込 む こ と が で き 、  
そ れ に よ っ て 保 持 部 材 ２ ６ を 支 持 体 ２ ２ に 固 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ ～ 図 ９ を 参 照 す る と 、 本 体 １ ６ は 更 に 、 保 持 部 材 ２ ６ 上 に 据 え 付 け ら れ た ド ー ム 形  
状 の カ バ ー 部 材 ３ ２ を 含 む 。 カ バ ー 部 材 ３ ２ は 、 下 縁 部 ３ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 空 洞 １ ８ は 、 カ バ ー 部 材 ３ ２ と 保 持 部 材 ２ ６ と の 間 に 画 定 さ れ て い る 。 カ バ ー 部 材 ３ ２  
を 保 持 部 材 ２ ６ に 取 り 付 け る た め に 、 カ バ ー 部 材 ３ ２ の 下 縁 部 ３ ４ が 、 保 持 部 材 ２ ６ の リ  
ム ３ ８ の 周 囲 に 画 定 さ れ た 凹 部 ３ ６ に 受 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 保 持 部 材 ２ ６ は 、 開 口 部 ４ ２ を 画 定 し て お り 、 そ れ を 通 し て 挿 入 装 置 １ ４ が 空 洞 １ ８ 内  
に 挿 入 さ れ 得 る 。 開 口 部 ４ ２ の 周 囲 に は 、 保 持 部 材 ２ ６ か ら 筒 状 の ガ イ ド 部 材 ４ ３ が 延 在  
す る 。 挿 入 装 置 １ ４ は 、 ガ イ ド 部 材 ４ ３ を 介 し て 開 口 部 ４ ２ を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 使 用 時  
、 ガ イ ド 部 材 ４ ３ は 、 支 持 体 ２ ２ を 貫 通 し て 延 在 す る の で 、 使 用 者 に 見 え る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 保 持 部 材 ２ ６ は 、 補 強 部 材 ２ ０ が 保 持 さ れ る ２ つ の 受 容 構 造 部 ４ ０ を 有 す る 。 開 口 部 ４  
２ は 、 受 容 構 造 部 ４ ０ の 間 に 画 定 さ れ て い る 。 各 補 強 部 材 ２ ０ の 反 対 側 の 端 部 領 域 は 、 カ  
バ ー 部 材 ３ ２ と 保 持 部 材 ２ ６ と の 間 に 画 定 さ れ た 間 隙 を 通 っ て 本 体 １ ６ の 外 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 挿 入 装 置 １ ４ は 、 主 要 部 ４ ４ と 、 主 要 部 ４ ４ に 枢 動 可 能 に 据 え 付 け ら れ た 固 定 部 材 ４ ６  
と を 備 え る 。 主 要 部 ４ ４ は 、 そ の 間 に 空 間 ５ ０ を 画 定 す る 一 対 の 対 向 す る 指 部 ４ ８ を 有 す  
る 。 固 定 部 材 ４ ６ は 、 指 部 ４ ８ の 間 の 空 間 ５ ０ に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 枢 動 要 素 ５ １ が 、 両 方 の 指 部 ４ ８ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 固 定 部 材 ４ ６ を 貫 通 し て 延 在  
す る 。 固 定 部 材 ４ ６ は 、 枢 動 要 素 ５ １ を 中 心 と し て 回 転 可 能 で あ る 。 固 定 部 材 ４ ６ が 、 代  
替 的 に 、 枢 動 要 素 ５ １ に 固 着 し て 取 り 付 け ら れ て も よ く 、 枢 動 要 素 ５ １ が 、 指 部 ４ ８ を 中  
心 に 枢 動 可 能 で あ っ て も よ い こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 固 定 部 材 ４ ６ は 、 固 定 位 置 と 挿 入 位 置 と の 間 で 枢 動 要 素 ５ １ を 中 心 に 枢 動 可 能 に 移 動 可  
能 で あ る 。 固 定 部 材 ４ ６ の 固 定 位 置 が 図 ２ 、 図 ３ 、 及 び 図 ９ に 示 さ れ て い る 。 固 定 部 材 ４  
６ の 挿 入 位 置 が 図 ４ 、 図 ６ 、 及 び 図 ７ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ 、 図 ４ 、 及 び 図 ５ を 参 照 す る と 、 挿 入 装 置 １ ４ は 、 固 定 部 材 ４ ６ が 固 定 方 向 に 挿 入  
位 置 ま で 回 転 す る こ と を 制 限 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 協 働 停 止 構 造 部 ６ ０ 、 ６ ２ を 備 え  
る 。 固 定 部 材 ４ ６ が 、 第 １ の 協 働 停 止 構 造 部 ６ ０ を 備 え る 。 主 要 部 ４ ４ が 、 第 ２ の 協 働 停  
止 構 造 部 ６ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 １ の 協 働 停 止 構 造 部 ６ ０ は 、 固 定 部 材 ４ ６ の 第 １ の 先 端 ６ １ を 備 え る 。 第 ２ の 協 働 停  
止 構 造 部 ６ ２ は 、 主 要 部 ４ ４ の 壁 ６ ３ を 備 え 、 壁 ６ ３ は 、 空 間 ５ ０ に ま た が っ て 、 指 部 ４  
８ の 間 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 １ の 先 端 ６ １ と 枢 動 要 素 ５ １ と の 間 の 距 離 は 、 第 １ の 先 端 ６ １ が 壁 ６ ３ に 係 合 す る こ  
と を 可 能 に す る の に 十 分 な 大 き さ で あ る 。 固 定 部 材 ４ ６ は 、 図 ３ に 示 す 固 定 位 置 か ら 挿 入  
位 置 に 向 か っ て 、 図 ５ の 矢 印 Ｂ で 示 す 固 定 方 向 に 移 動 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 し か し な が ら  
、 そ の よ う な 固 定 部 材 ４ ６ の 移 動 を 試 み る と 、 第 １ の 先 端 ６ １ が 壁 ６ ３ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 第 １ の 先 端 ６ １ と 壁 ６ ３ と の 係 合 に よ り 、 固 定 部 材 ４ ６ の 固 定 方 向 へ の 更 な る 枢 動 移 動  
が 防 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 に お い て 、 固 定 部 材 ４ ６ を 挿 入 位  
置 に 枢 動 さ せ よ う と す る と き に 、 固 定 部 材 ４ ６ を 誤 っ た 方 向 に 回 転 さ せ る こ と が で き な い  
と い う 利 点 を も た ら す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 固 定 部 材 ４ ６ は 、 第 １ の 先 端 ６ １ の 反 対 側 に 第 ２ の 先 端 ６ ４ を 有 す る 。 第 ２ の 先 端 ６ ４  
と 枢 動 要 素 ５ １ と の 間 の 距 離 は 、 第 １ の 先 端 ６ １ と 枢 動 要 素 ５ １ と の 間 の 距 離 よ り も 小 さ  
い 。 こ れ に よ り 、 固 定 部 材 ４ ６ を 、 図 ４ の 矢 印 Ａ で 示 す 挿 入 方 向 に 、 図 ４ 、 図 ６ 、 及 び 図  
７ に 示 す 挿 入 位 置 ま で 枢 動 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 挿 入 位 置 で は 、 第 ２ の 先 端 は 壁 ６ ３  
の 上 に 配 設 さ れ る 。 し た が っ て 、 固 定 部 材 ４ ６ は 、 固 定 部 材 ４ ６ が 挿 入 位 置 に あ る と き 、  
主 要 部 ４ ４ と 整 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 挿 入 装 置 １ ４ は 、 枢 動 要 素 ５ １ の 周 囲 に 延 在 す る コ イ ル ば ね ６ ８ の 形 態 の 付 勢 部 材 を 含  
む 。 コ イ ル ば ね ６ ８ は 、 固 定 部 材 ４ ６ を 固 定 位 置 に 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 コ イ ル ば ね ６ ８ は 、 壁 ６ ３ に 係 合 す る 第 １ の 端 部 領 域 ７ ０ と 、 固 定 部 材 ４ ６ に 画 定 さ れ  
た 窪 み ７ ４ に 受 容 さ れ た 第 ２ の 端 部 領 域 ７ ２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 コ イ ル ば ね ６ ８ を 設 け る こ と に よ り 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 に お い て 、 固 定 部 材 ４  
６ が ア ン カ ー １ ２ 内 に 挿 入 さ れ た と き に 、 固 定 部 材 ４ ６ が 自 動 的 に 自 ら を 固 定 位 置 に 係 止  
し 、 取 り 外 れ る こ と が な い と い う 利 点 を も た ら す 。 し た が っ て 、 挿 入 装 置 １ ４ が ア ン カ ー  
１ ２ か ら 意 図 せ ず に 外 れ る 危 険 性 が 最 小 限 に 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 主 要 部 ４ ４ は 、 ね じ 付 き ロ ッ ド な ど の 吊 り 下 げ 物 品 を 挿 入 装 置 １ ４ に 締 結 す る た め の 締  
結 部 分 ５ ２ を 含 む 。 締 結 部 分 ５ ２ は 、 主 要 部 ４ ４ の 指 部 ４ ８ と は 反 対 側 の 端 部 に 設 け ら れ  
る 。 締 結 部 分 ５ ２ は 、 ボ ア ５ ４ を 画 定 し て お り 、 吊 り 下 げ 物 品 が ボ ア ５ ４ に 受 容 さ れ る こ  
と を 可 能 に す る た め の 開 放 下 端 部 ５ ６ を 有 す る 。 ボ ア ５ ４ は 、 吊 り 下 げ 物 品 が ね じ 付 き ロ  
ッ ド で あ る 場 合 に 、 吊 り 下 げ 物 品 を ボ ア ５ ４ に ね じ 込 む こ と が で き る よ う に ね じ 切 り さ れ  
て い て よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 挿 入 装 置 １ ４ を ア ン カ ー １ ２ 内 に 挿 入 す る た め に 、 固 定 部 材 ４ ６ は 、 図 ３ に 示 す 固 定 位  
置 か ら 図 ４ に 示 す 挿 入 位 置 ま で 、 矢 印 Ａ で 示 す よ う に 、 挿 入 方 向 に 枢 動 可 能 に 回 転 さ れ る  
。 そ の 後 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 挿 入 装 置 １ ４ は 、 支 持 体 ２ ２ を 貫 通 し て 突 き 出 る ア ン カ ー  
１ ２ の ガ イ ド 部 材 ４ ３ 内 に 挿 入 さ れ る 。 次 い で 、 挿 入 装 置 １ ４ は 開 口 部 ４ ２ を 通 し て 空 洞  
１ ８ 内 に 挿 入 さ れ る 。 挿 入 装 置 １ ４ が ガ イ ド 部 材 ４ ３ を 通 し て 挿 入 さ れ て い る 間 、 ガ イ ド  
部 材 ４ ３ は 固 定 部 材 ４ ６ に 係 合 し 、 そ れ に よ っ て 、 固 定 部 材 ４ ６ を 挿 入 位 置 に 保 つ 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ７ 、 図 ８ 、 及 び 図 ９ を 参 照 す る と 、 挿 入 装 置 １ ４ が ア ン カ ー １ ２ 内 に 画 定 さ れ た 空 洞  
１ ８ 内 に 挿 入 さ れ た 後 の 順 序 が 示 さ れ て い る 。 図 ７ は 、 固 定 部 材 ４ ６ が 空 洞 １ ８ に ち ょ う  
ど 受 容 さ れ た と き の 挿 入 装 置 １ ４ を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ８ は 、 挿 入 装 置 １ ４ の 固 定 部 材 ４ ６ が コ イ ル ば ね ６ ８ に よ っ て 挿 入 位 置 か ら 固 定 位 置  
に 付 勢 さ れ て い る の を 示 す 。 図 ９ は 、 固 定 部 材 ４ ６ が 固 定 位 置 ま で 完 全 に 移 動 し た 挿 入 装  
置 １ ４ を 示 し 、 挿 入 装 置 １ ４ は 、 固 定 部 材 ４ ６ の 第 １ 及 び 第 ２ の 先 端 が 補 強 部 材 ２ ０ に 係  
合 す る よ う に 下 降 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ９ に 示 す 挿 入 装 置 １ ４ の 位 置 で 、 ね じ 付 き ロ ッ ド を ボ ア ５ ４ に ね じ 込 む こ と が で き 、  
そ れ に よ っ て ね じ 付 き ロ ッ ド を 挿 入 装 置 １ ４ に 締 結 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 挿 入 装 置 １ ４ 、 及 び ア ン カ ー １ ２ と 挿 入 装 置 １ ４ と を 備 え る ア ン カ ー ア セ ン ブ リ １ ０ が  
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こ の よ う に 説 明 さ れ る 。 挿 入 装 置 １ ４ に お い て 、 固 定 部 材 ４ ６ が 、 挿 入 装 置 １ ４ の 主 要 部  
４ ４ に 枢 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 コ イ ル ば ね ６ ８ が 固 定 部 材 ４ ６ を 固 定 位 置 に 付 勢 す る  
。 こ れ に よ り 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 に お い て 、 固 定 部 材 ４ ６ が 固 定 位 置 に 自 動 的 に  
枢 動 し 、 ア ン カ ー １ ２ の カ バ ー 部 材 ３ ２ に 押 し 付 け る こ と に よ っ て 固 定 位 置 に 移 動 さ れ る  
必 要 が な い と い う 利 点 を も た ら す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 挿 入 装 置 １ ４ は 、 異 な る サ イ ズ の ね じ 付 き ロ ッ ド を 収 容 す る よ う に 複 数 の サ イ ズ で 製 造  
さ れ 得 る 。 こ れ は 、 異 な る サ イ ズ の 締 結 部 分 を 作 製 す る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な し に 、 様 々 な 修 正 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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